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慈心力
原実
ここにき票題に掲げた f慈心力』の漢訳語に筆者が最初に出会ったのは今か
ら約一年前善見律昆婆沙に於いてであったが、論述に先立って本稿成立の経
緯に就いて一言し、以て教示を受けた方々への惑需の辞とする。
1998年度本学付属研究所の客員研究員として潜在した W註rzburg大学の
Max Deeg i孝士は1999年 2丹、離日に捺して Legendevon den tausend 
Kぬigssohnenと題する原諸を筆者の許に提示された。筆者はそれを遥読す
る需に ma品sa-pesIの合成語に遭遇し、仏典に叙事詩話ahabharataの
Duryodhana誕生伝説i二葉桜した物語のあるのを発見して別にm亘泊sa-pesI
と題するー稿を草した。
その折、その研究隷上に位していた平JI!較専土の善晃律毘婆沙の英訳 (Shan-
Chien-P'i-P'o-Sha， A Chinese version by Sanghabhadra of Samanta-
pas孟dikιPoona1970， p.286， No.47)を参照する機会があって、この
f慈心力j(intense feelings of love) 1) の概念の存在する事を知った。しか
し『慈心力j(以慈心力故。両手母指自然出乳大正 24、p.743b24-25)を載
せるこの漢訳の椙当部分はPali原典に欠如していたから、その限ちでは原語
の確定が不可能となった。但し類似の物語は Paramatthajotika(1 p.158 6 
f. )にも語られているので、それを手掛かりに原語を辿ると、そこには堆
putta-sineha (患子への愛情)'の合成語が見出されるのみであった。この
putta-sineha 辻、しかし、 f慈心力jの原語で、はあり得ないので、筆者はこ
の漢訳『慈心力』の原語が一体何であるか、その持確定する事が出来なかっ
た。折しも関年4月上京された L.Schmitha usen博士に筆者はこの『慈心力』
の原語が何であるかを訊ねた時、博士は即座に maitri-cittaであると答えた。
その後筆者は同氏の Maitriand Magic (Wien 1997) を捧読し、別の視点
から更に資料を蒐集して本稿となったが、この間本学の同僚 H.Durt博士、
並び、に早大大学院の筆者の漬習に参加されていた伊藤千賀子氏に啓発される
所多大であった。
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人類がこの地球上に生を営む関に岳然の猛威を克服し、危i墳な動物を調
教して来た道程は人間の文明の発達と部分的に軌をーにして、それは従来
人間の f知性の営みJの過程として評価されて来た。ところが近時環境問
題が論じられるに及び¥人間とそれを取ち巻く自然、就中動物、植物との
関係が問題とされるようになって、漸く自然破壊が警告され、自然との講
和の必要性が強調されるに至った。人間が自身の都合によって自熱一般を
破壊する持、後者は必ず前者に報復する道理である。ここに入力を逢かに
超えた邑然の力が再認識され、生体系の破壊が所詮は人類の破滅に連なる
事が警告されるようになった。
然らば人知を超えて猛威を振るう自然、並びに有害危険な動物に対して
元来人間はどのように対処して来たであろうか。現在でこそ人間の環境破
壊が問題とされるが、もと入関は自然の脅威に恐れ戦き、それを畏敬し又
慰宥して共存の道を探究していた筈である。就中、 Schmithausenが指摘
するように、未だ阿羅漢{立 (arhat)に達していない出家修行者が独り荒
野にあって修行に励む関に彼等は自然の猛威、猛獣の危険に曝されてい
たヘその様な場合彼等はそれらにどの様に対処していたのであろうか。
概して f自然Jの或力に対しては『超自然jの力を以てせねばならぬ道
理であるが、この種の『超自然力』の発動に彼等はいかなる手段を用いて
いたのであろうかor超自然力Jの中には苦行者の行穫する f神通力jの
類も数えられ、党文学の槌所には彼等行者の住む庵(tapo-vana) に不具
戴天の敵も和合共存していた様が描かれている九同様な事が仏典にも言
及されるがり、仏伝には存名な『酔象調伏Jの故事も語られる。然らばこ
れら『超自然力jの発動はそもそも如何なる構造を宥していたものであろ
うか。
世に rJ¥難jと称せられるものの中で、鋭、渇、寒、暑等の自然のもた
らす災害を毘避するために古く人間は神々の加護を求め、雨乞い等の f祭
式』を催し、又猛獣の難を避ける為に『呪文jr莫言』の類を用いた 5)。
これら『超自然力jの体系の中の或るものは所謂『科学以前の科学j
(vorwissenschaftliche Wissenschaft)となり、古代人の思考の型を形成
するものとして研究者の興味をそそった 6)。脅威の震合い、危険度が高け
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れば高い程それだけ益々それらは慰宥、崇拝の対象となる道理で7)例えば
毒蛇の危険に曝されていたインドに在ってそれは竜神崇拝の隆盛を結果し
た8)。
j五i暴な動物に対する今一つの f自己訪衛Jの手段に、人間が彼等と互い
に弛を害しない一種の『不可侵条約j(peace-trea ty ) 9) を結んでそれを履
行する事がある c この人間と有害動物との『不可侵条約jの締結には、動
物にも入関と同様な『心jの存在する事が官主提されており、人間の傑よち
するその履行は『不殺生jの実践に地ならない。人間が他を害しない不殺
生の J心jを持てば、相手は動物を含め、自ずとそれに『感応jして人間
を襲う事はないが、逆にこの f不可浸条約Jを破棄して相互信頼を裏切る
持、その様な行為は梧手から相応の f報復jを呼ぶ道理である。
ところで『不殺生j(ahi品sa)が動物植物を害さずとなす人間の側から
する休戦的、消極的な営みであれば、その対渇に{立する積極的概念も存在
してよい筈である。その実践の一つに仏典に言う『酉蕪量心jr四党住j
の概念があり、又その中でも F慈j(metta， maitri)の概念が従来特に
強調されて来たが湖、それを F神秘力Jr麗力iの読点から捉える試みも
これまで西洋の研究者の関では行われてきた九
治極的に互いに他を害しない『不殺生jから、より積極的に互いに他を
『慈しみj愛し合う時、それは f自己妨害雪jへのより確実な保証となる。
互いに地を害し合い得る危険な関係にある両者の相互利益となれ誌、『同
盟Jr共存』には殊更一層の意味が付与される道理である。
荷れにしても人間がこれら危険な自然や動物に対して如何にして自己保
全を計ったか、そしてそれが実際にどのように機諾していたかの問題を、
以下に『慈jの概念を中心にして文献に基づいて考察したいと考える。
I 
人間が心に f慈』を念ずれば、それが特殊な力となって奇跡をもたらす
事辻、本稿言頭に掲げた漢訳『慈心力jを盛る物語によって知られるが、
それによると男性移行者であっても嬰児を慈しみ、己が内iこ『慈心力』を
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開発する者は、その親指より乳を湧出せしめて自ら彼等を養い得たと言わ
れる(以慈心力故。再手母指邑然出乳)0
既述のこの物語は、 Pali文献にあって Licchavi-Vajjiと名付ける王族
武士階級の起源を説く、有名なVesali都城建設の因縁物語の中に言及さ
れるへ物語はもと Buddhaghosaの創作であったと思われ、 Samanta-
pasadikaにも言及されるが、現行の Pali校訂本はその部分を省略して
いる。 1旦し同類の物語は Pali文で彼の Majjhima-Nikayaへの注釈、
Papanca-sudaniに見え、略々同文で緩られるものも彼の Khuddaka-
p亘thaへの注釈、 Paramattha-jotik丞に見える。翻って漢訳仏典を見る
に、 Samantap孟sadi誌の漢訳善見律毘婆沙は上の二つの Pali文裁と略々
同じ内容を橿めて忠実に再現しているので、以下に両者を参黒しつつその
物語の冒頭部分の概要を提示する。
fベナレス王の第一妃が懐妊し、王は妃に可能な譲りの介護を施したが、誕生
したものは赤子に非ず、赤い禽塊 (marIlsa-pesi)であった。他の妃達が葉
金に輝く王子を産んだのを見て第一妃i立高じ、王の寵愛を失うのを恐れて密
かにその肉塊を王印を付した籍につめ、芳、ンジスj可に流した。その折，精霊達
iま金板に『ベナレス王第一妃の息』と記してその箱に添えた。
時経てその箱詰めの肉塊辻下流に住む苦行者の践にとまり、彼はその文字を
読んで籍を謂き、その肉塊に震蝕の悪臭のないのを見て、それを生ける飴克
(gabbha)と観じ、自庵に持ち婦って大事に育てた。半月後肉塊は二つとな
存、更に半月後その各々に頭と両手、再足に椙当する五つの張らみが生じた。
それから更に半月後、それらは黄金の男子と女子となった。ここに苦仔者が
被等に父親の愛'揮を感ずると、その親指から乳が遊り出た。その乳によって
彼等は次第に或長したが、家庭を持たぬこの苦行者の、離乳期を越えた二兎
の扶養の苦労を見て取った牧牛者達は、二人の子供を引き取って養育したj
一読して明らかな様にこの物語は多くの問題を含んで、いる自先ず、肉塊の
誕生は既述の通り叙事詩 Mahabharataに見える Duryodhana以下の
Kaurava百王子の誕生物語を想、起せしめ回、間類の物語がAvad忌la-sataka
68に晃える事は古く L.Feerの指摘した通りである叫。生まれたばかりの
赤子を箱詰めにしてJI1に流す物語は Valmi主iRamayal).aを除く諸種の
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8iぬ誕生物語(そこで彼女は R孟vanaの娘とされる) ~こ見え∞、それは
比較文学上有名な『貴種流離語iの物語 Motifに連なっているlヘしか
しこれらの問題には今は触れず、この Pali原典に対応し、旦つ問題の
f慈心力jの語の現れる漢訳善見律毘婆沙巻10の相当笛所の前後を示せば
以下の如くである。但し漢訳仏典は Pali原典と必ずしも文言が一致して
いない。
男色旗黄金。女色如白銀。道士見如是相己。心生愛重。まE昌子無異。以慈心
力故。荷手母指自然出乳。一指飲男一指飲女。(大正24、p.743b22-25) 
この二人の嬰児に父親の愛情を感じた苦行者の再親指から乳が送り出て、
彼等を養育する物語に在って、この奇瑞を可能ならしめたものは漢訳で
f慈心力jとされるが、 Pali東典がこの部分を欠いている事は既述の通り
である。そこで Paramatthajotika1の原文を検索すると以下に通りで
ある。
Atha tato addha-masaccayena eka mamsapesi suvaI)阜a-bimba-
sadiso darako， eka darika ahosi. Tesu tapasassa putta-sineho uppajji 
a主gutthakato c' assa khiram nibbatti. Tato pabhuti ca khira-
bhattamlabhi (Khuddaka-patha with its com担 entaryParamattha 
jotika 1 p.159 lines 6-10， ed. by H.Smith， London 1959) 
該当部分には putta-sinehaの語 (paternalaffection、Lawp.19)があ
るのみで、 f慈心〈力)j(maitri-citta)に梧当する語はここには見当たら
ない。
E 
『慈
す事は上の物語に克た通りであるが、『力』を発動せしめるものは又 f慈
三味j(maitri-samadhi) とも、r1r多慈j (maitri-bhavana) とも、又
『党住j(brahma-vihara) とも呼iまれ、且つその現象形態は多様を極めて
いる。 Pali文献にあって古く Anguttara-nikayaN .150は f安践j以下
の8功徳(atthanisar主語〉を説くがベ多くは11(ekadas孟msar主語)を
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挙げる1九今、『慈jの謡養に10手重あち (pp.296-306戸)となす Visuddhi-
maggaによって『慈』に帰せられる11種の効能、功徳 (anisa品sa)を示
せぜ以下の通りである (pp.305-306 )。
1 . sukham supa ti 
2. sukhar主patibujjhati
3 . na papakarIl supinam passati 
4 . manussãn~主主主 piyo hoti 
5 . amanussanam piyo hoti 
6. devat忌rakkhanti
(安らかに誤る)
(安らかに呂覚める)
(悪夢を見ず)
(人々よち好かれる)
(人間以外の者より好かれる)
(神々の加護あり)
7 . nassa aggi v亘visamva satthar主vakamati 
8 . tuvatam cittarIl samadhiyati 
9 . mukha-va1).1).o pasidati 
10. asarIlmulho kalar主karoti
(火、毒、武器も不可浸)
(速やかに心集中或る)
(顔色冴える)
(死期に惑わず=終不横死)
11. uttarim appativijjhanto brahma-lokupago hoti 
(最高阿羅漢{立に至らざるも、
党界に赴く)
(VM. 305 29-306 1. Cf. 311 31-3148)樹.
漢訳増壱阿含巻47(大正2806a20-22)も11果報を挙げているが(臥安、
覚安、不見悪夢、天護、人愛、不毒、不兵、水火盗賊終不浸在、若身壊命
終生党天上鉛)、上の11と必ずしも一致しない。又、開毘達磨大毘婆沙論
80~こは
f住慈定者。万毒水火皆不能害。必無災横荷致命襲.•....• 
以慈三摩地是不害法故.....慈三摩地威勢大設j(大正27427a6-9) 
とあり、阿育王{云 4の摩田提因縁にはその『慈心三味iが能く怒れる龍の
暴挙を抑え(大正50116b)、又二龍を抑えたとする同 5の蕗那和修菌縁
には
『慈心三味法虫毒本大不能傷害j(大正50117b7-8) 
と記載される。更に南青王経7の『末田地因縁Jr舎那婆私因縁Jには、
『入慈三味火不能境器{文毒害不近其身J(大正50156 a 21-22、157a5-6) 
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の文言が繰り返されが鈎、大智度論はその功徳に 5種(仏説入是慈三味。
現在得五功徳。入火不焼。中毒不死。兵刃不傷。終不横死。善神擁護 大
正 2521la25-27)を数えるお)。これらの中でもなかんずく f火難、毒難、
兵難』を免かれるとなすものは、三者一括して Pali文献においてしばし
ば言及される所であるべ
亜
大智度論にいう f慈五種功怨iの中{中毒不死Jに相当する『慈心能く
毒蛇の毒を排す』となすものは rfi徐行の護符j( Snake-charm )の由来
を説く仏典物語に見られる。
E. W aldschmid tが校訂した楚文 Upasena-sutra(漢訳、雄両含経巻a
No.252 優波先那、大正260c-61b)却は近時 L.Schmi thausenが更に関
連章句を蒐集して比較し、分析した所であるが、彼の説く所に従ってその
構成を見るに次の如くである。
( 1 )比丘 Upasena(優波先那)が王舎域の火葬場 (smas加 a)に近い或
る小洞の中に在って独り撰想、に耽っていた時、毒蛇紛がその身体の上に落
ちた。彼はよと丘達を呼んで毒蛇に噛まれた事を伝え、至急A、洞より外に連
れ出してくれるよう頼んだむその折、程遠からぬ樹下に生していた舎利弗
はこれを開いて彼に近づいたが、その顔色、感官の隷子に平常と全く異な
らないのを見て、にも拘らず Upasenaが何故に非常事態を宣言したのか
彼に訊ねる。 Upasenaは平常と変わらないのは自分が一切に対して自我
意識を持たぬ故であると答えたが、舎利弗が彼を小洞より担ぎ出すに及ん
で、毒ほ窓、ち斧内に廻って彼は命終した。
(2-1)舎利弗は四つの褐を詠んで彼の葬犠を済ませ、仏の許に裂って一切
を告げると、仏は、若し Upasenaにして次下に述べる gath亘と man-
trapadaを唱えていたらこのように毒が身体を廻る事なく、従って命柊す
ることもなかったであろうと言った (sacecchariputra upasenasya kula-
puttrasya tasmirn samaye ima gathal;t pratyabh忌syarntaim忌11 ca 
mamtrapadani nasyasivi9al)-kaye 'krami9yan nasya k忌yovisari9yat... 
Waldschmidt p.341 [21J =仏告舎利弗9 若優波先那語此傷者。期不中毒。
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身亦不壊…[大正261a23-4J)。ここに舎利弗がそのgath忌， mantra-pada 
とは知何なるものかと問うに及んで、仏は『厄除けの褐j(Schlangenzauber) 
を唱えたと伝えられる。
(2-2) Schlangenzauber (Snake Charm) 
(2之-A)慈心掲(MaitriVerses) 
その gathaと辻、複数処格;こ mαitrime， me mαitri (我に慈あち〉の文
言を含む所語 Maitri-versesと称せられるもので、この慈の対象とされる
複数処搭には (a)Dhrtarastraを初めとする各種蛇(龍)王族 (23-24) 
(b)無足、二足、酉足、多足の生類、 (c)海中の龍 (26ab)、(d)動不動の一
切生類 (26cd)が見え、最後は (e)一切有4障が幸せで無病患災たらん事を
祈念して終わっている。詣、この鋳の部分は吹田隆道氏によって邦訳され
ている刻。
(2-2-8)真実語の傷
同 この傷は、文意指詳らかにし得ぬi惑なしとしないが、 Waldschmid t 
に従えば次の通りである。
『我が常にここに在って修行する際に、毒蛇が我が命を慢す(事なし??)、こ
の真実にかけ、又〈我が)教示者〔仏〕がこの世の最上者たる(真実にかけ)、
我が身体に毒の到る事なきょうJ
(b) 仏が食、旗、痴の所謂『三毒Jを殺したという真実語により、又仏法
僧の『三宝jに事寄せて、この蛇の『毒』も殺されるように祈念する。
C2-2-C)呪文
(2-3)仏は上記の2-1で述べた事を繰り返すG 舎利弗は、以請にこのg亘tha
とmantra-padaが仏によって宣言されていなかったから、その時それが
Upasenaの頭に浮かぶ街もなかったと言う。舎手目弗はイムのこの教えを受
持して歓喜したと伝えられる (Waldschmidtpp.334-33針。
この物語は Schmithausenの言う様に次の二つの異なった部分より構成
されている。
( 1 )その前半部分は、比丘が一切の我執を去って修行している限り、彼
が蛇の毒に冒されぬ事、却ちたとえ毒蛇に噛まれても彼の顔色、感官にイ可
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の異常もなき奇跡を物語る。比丘自身は、しかし、修行の場を離れるや否
や命終した。ここに修行者 Upasenaには死に対する恐怖は微塵も認めら
れない。
( 2 )これに反して後続の物語には死への恐怖が前提され、生き永らえん
とする河羅漢{立に達していない俗人の希望、新願が顕著であるむそしてそ
こに誌毒蛇の害を訪ぐための f慈心による呪文jが弘自身の口から説かれ
ている 9 そしてそれは仏の最勝性を真実となす真実語、又蛇の毒にからめ
て所謂三毒を仏が払った故事によせて今一度真実語を説く。
この後半部分を読む者は毒蛇を初めとする動物への(loc.)慈心の遍満、
或いは彼等との (Inst.)友愛 (maitri)が、桔互の安全保障の役割を果
たしているのを看取する。人需が慈心を行袋すれば、危険な動物もそれに
感応してこちらに危害を加えることはない。慈心を以て彼等を遍満し、更
に彼等を含む一切生類の無病患災を祈念し、加えてそれを真実語の力を惜
ちて強北する上の文言を唱えれば、それはそのまま f護符』となった。
この Upasena-sutra後半部分が寧ろ別の系統に由来していたであろう
事は Schmitha usenの指摘した通りである (pp.17-23:Khandha-paritta)o 
Pali律蔵に在って比丘の名は特定されないが、彼が蛇に噛まれて死んだ
時、仏がこれを開いて上と同様な述懐をする。そこには f慈心.Jl (metta 
citta)の語が現れるが、略々同類の文言は A主guttara-nik忌ya2.72-おこも
見える。
na ha niina 80 bhikkhave bhikkhu catt忌riahi-raja-kulani mettenα 
cittenαphari. 8ace hi 80 bhikkhave bhikkhu cattari ahi-raja-kulani 
mettenαcittenαphαreyyαna hi 80 bhikkhave bhikkhu ahina dattho 
kalarh kareyya CVin. 2.109.31-35) 
f比丘達よ、この比丘詰西つの名門蛇王を慈心を以て遍満せざりき。若しもこ
の比丘にして毘つの名門蛇王を慈心を以て遍満せば、彼は蛇に噛まれて命終
することなか号しものをJ
弘はこの機会に fこれら四龍王族を慈心を以て遍溝する事を以て(以後)
昌己訪寄与tta-gutti，atta-rakkha)のために、自護呪(atta-paritta戸)
をなす事を許すjと言ったと伝えている c この『自護呪JはVirupakkhehi
一一386一一
18 慈心力(原)
me mettam (我に広巨達との慈[=友情、友好的契約〕あり)に始まる
章句を載せる(処格段下ずして具格となっている事に注意 Cf. Schmi thausen 
p.37)が、上と異なるところはその後に m邑mamapadako himsi (無足
のものは我を害することなかれ)に始まる対応匂を載せ、そして最後に一
切有情、一切生類が吉祥 (bhadra)を見 (passantu)、諸々の害 (papa)
の到来せぬよう祈念して Snake-charmを完結させている点である。ここ
に我々は修行者の舗の慈心(loc.)乃至友信 (inst.)の実践と、それに対
応する毒蛇の健の危害を加えぬ事との関に、一種の不可侵条約の締結、契
約的交換条件の提示の如きものを看寂する。詣、ここに見られる f遍満j
の原語pharatiの意味について泣付論で簡単に言及するであろう。
類似の文言は Khandhava tta-j忌taka(203， J.2.145)29)に見えるが、そ
こには f慈心の遍満iの替わりに?慈心の鯵習jの語(metta-bhavana: 
mettar主bhavetva2.145ム mettambh邑veyyatha16， mettar主bh丞vetha
17， mettar主bhavanar主27，metta-bh孟vanar主146.7)が現れ、散文中に
は『三宝』の概念も晃えて物語全体の口吻は上の党文仏典に近似している
印象を与える。
百
大智度論は『中毒不死iに次いで f兵刃不蕩Jを挙げているが、飛び道
具 (sastra)が慈心を右する者を害さぬ事実は幾つかの仏伝や Jatakaの
物語によって立証される。
( 4-1) V isuddhimagga第12章には各種の f神変.](iddhi)が説かれるが、
その定遍満神変 (samadhi-vippharaiddhi)の項に Udena王の第一妃
Sam丞vatiの物語が語られる。バラモン M亙ga1)cliyaは自分の娘を第一妃
の位に据えんと欲して、 Sa訟忌vatiの琴の中に毒蛇を投入してそこに潜ま
せ、以て彼女に王暗殺の企みのある事を王に議言した。怒った王は彼女を
殺さんと弓を執ってそれに毒矢を番える。しかし、妃が侍女と共に悉れる
王を慈を以て遍満するや 王は矢を放っ事も、弓から外す事も出来なくなっ
たと伝えられる。
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Raja tarh disva kupito: 8amavatirh vadhissami ti dhanurh aropetva 
visa-pitarh khurapparh sannayhi. 8邑mavatisa-parivara rajanarh 
mettayαphαri. Raja sararh neva khipiturh na oropeturh sakkonto 
vedham勾oatthasi CVM. pp.381 22-25) 
f王はそれを見て慈り、 8amavatiを殺害せんと弓を取ち毒矢を番えた。彼女
は侍女を従え、王を慈を以て遍満した。すると王は矢を放っ事も、外す事も
出来ずに震えるのみであったJ
同じ Udena王妃の物語辻 Buddhaghosaの A主guttara-nikaya注 Mano-
rathapural).iに語られ、そこでは met泊-phara辛enar孟j尋問m pharattha 
の表現が用いられている (vol.l p.442-43)が、 Dhammapadatthakatha
はそれを民様に語っている。
80 tassa mettanubh亙venapatinivattitva agata-maggabhimukho va 
hutva ra主主ohadayarh pavisanto viya atthasi 
(DhammapadaHhakath丞1p.2172-3) 
『その矢は彼女の慈の威力により、来た道に向かつて戻り行き、王の心臓に刺
さらんぜかりであったj
ここでは、上の mettayapharati及び metta-pharaI)aに替わって血e-
ttお ubh亙vaの合成語が現れる o Samavatiの物語は Udanatthakathap. 
382 22-23にも語られるが、そこで彼女は mett孟-vih尋問-bahu語-anya-
s孟Vl誌と型取られてお号、又その究語版 Divyavadanaの M忌kandika-
vadanaでは彼女は侍女達に『汝等悉く慈を穆定 (sam亘pad-)せよiと
命じ、侍女達は総て f慈を修定したj(s釘 V亘yuyammaitrim samapad-
yadhvam iti/ta sarva maitri-samapannab.)と伝えられている。その結
果，王は弓を満月の如く引き絞ったが、矢は途中に落ち、第二の矢は戻っ
て王の足元に落ちた叱
(4-2) Nandiya-miga-jataka にあって、親に孝に君に豆、に、徳 (gu平a)
高き鹿は、己に矢を向けた王に対しでも慈を先として泰然自若、王はこの
麗に矢を射る事が出来なかった。
Mahasatto.. .apalayitva nibbhayo hutv丞mettarhpurecarikarh katva. " 
niccalo atthぉi. Raj丞 tassamettanubhゑvenasararh vissajjeturh 
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nasakkhi (Nandiyamiga-jataka 385， J.3.273.12-15) 
『援は逃げもせず、恐れもせず、慈を先となして、不動のままであった。王は
援の慈の威力によ号、矢を放つことが出来なかったj31)
この文章にあって王は『心なき木片 (acit ta kali主gara-ka吋討すら汝の
徳を知る、況んや心ある人間 (sacittakamanussa-bhuta)たる己に於い
てをやj(19-20)と言って弓を捨て、狩猟を断念したと伝えられるから、
ここで人間のみならず『心iなき弓も麗の慈に惑応した事が知られる。同
類の表現は弓のみならず f心なき (niccitta，nijjiva)矢iもその徳を知
るとして、 Dhammapadatthakatha1 p.217 lines 2-8に繰り返される
(ayam hi nama niccitto nijjivo saro pi etissa gUI)-a出 jani ， aham 
manussabhuto pi na j忌nami)。
(4-3-1)毒と火と矢は次下の章句にあっても並立されているが、そこでは
放たれた矢は慈心を修する者の前に花と化した。
maitravatas tasya munet sarire vIf;;am naお stramkramate na cagn斗
均iptanisastraI).i vrajanti pu号pata出 mむtrihi lokottαrαbhavi tasyα 
(LV 21， p.310 lines ι5) 
f慈愛にイ主せるこの賢人の身体には毒も武器も火も襲う事なし。放たれし矢は
変じて在となる。実に彼の慈愛は超i!!:題的なりきj
(4-3-2)中央アジア出土の Yoga教書にも同様な記述が見える。
tadupari sarva-satv(詩 sarvaprahara[科 Jnik号ipamtitani pu号pa-
bhutani tatra n(i)patanti (YL p.125 2-3) 
r1度 (yogin)の上に一場衆生は総ての飛び、道具を放ったが、それらは花と化
して彼の上に落ちた』
(4-4)矢のみならず、槍も慈心の跳ね返す所であった o Visuddhimagga 
は母牛が能く猟師の槍を跳ね返して子牛を守ったと{云えている。
eka kira dhenu vacchakassa khira-dhararh muncaman亙atthasi.eko 
lu百dako:tarh vijjhissami ti hetthena samparivattetva digha-daI).cla-
sattirh munci. sa tassa sariram ahacca tala-par月arhviya pavaHamana 
gata... .kevalarh vacchake balava-piya-cittataya; evarh mahanubhava 
mett亘ti (VM. p.313.26-31) 
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『或る推牛が子牛に乳を飲ませていた。猟輔が離牛を剥そうとして、手を振り
回して長い棋をもっ槍を放った。槍はその身体に当たると Talaの葉の如く
になった。それは唯、子牛への強い愛の心 (piya-citta)の致す所であった。
慈 (metta)とiまこの様に大きな威力 (anubhava)をもつものであるJ
( 4-5) しかしながら、慈心能く矢を払う物語の中で最も有名なもの辻
Maha vaIlsaに伝えられる Sihabahuの物語である。物語の主人公Sihab討lU
はもと、その妹 Sihasavaliと共に Va主ga国の王女 Susimaが獅子との
関に儲けた子であった。彼は久しく父親の獅子の謂窟に住んで、いが、齢16
歳に達した時己が出生の秘密を知って、父の留守中ひそかに謀って母と妹
と共に潟窟を後にして逃げ出し、巡り巡って Vanga国の都に入った。一
方、妻と二人の子供に去られた父親の獅子は、彼等を探し求めてこの
Va主ga国に来たり、都を荒らすに及んで国民は助けを求めて王に奏上し
た。屈の荒廃を憂えた王は懸賞金を提供して獅子の殺害者を募る。ここに
息子 Sihabahuは母の再度の縦止にもかかわらず懸賞に応募し、父親であ
る獅子の殺害を決意した。洞窟にやって来た息子を見て、父親の獅子は愛
情の余り彼に近寄るが、恵子は案に相違して父に向かつて矢を放った。し
かし、矢はその額に当たっても、その慈愛心の故に再試息子の足元に戻り、
地に落ちる事三度に及んだ。しかし遂に父親の獅子が慈愛心を失って怒号
を発するに及んで、矢はその体を貫通したという。その該当部分の原文と
試訳を提示すれば以下の郊くである。
so tam gantva guha-dvaram siha血 disvava araka 
entam putta-sinehena vijjhitum tam saram khipi 
saro nalatam ahacca metta-cittena tassa tu 
kumara-pada-mule va nivatto pati bhumiyam 
tathasi yava-tatiyam， tato kujjhi mig記 hipo
tato khitto saro tassa k孟ya血 nibbijjhanikkhami 
(Mahavamsa 6.28-30) 
日皮(の息子 Sihabahu)は濡窟の入口に費り、遠方より(父親なる〉獅子を
見た。息子への愛'情に惹かれて近づく彼(父親)を殺さんと、彼(の息子)
辻矢を放った。しかし設の慈心 (metta-citta)の致す所、矢はその額に当たっ
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ても、息子の足元に戻って〈虚しく)地に落ちた。かかる事三震に及んだが、
百獣の王は遂に怒りを発した。すると放たれた矢は彼の身体を貫通した』
この物語に見える f慈心j(metta-citta)の概念はつとに J.Fillioza tの
注目した所で、彼は『慈心j~こ一種の自己防衛力、賓力 (une puissance 
protecむice，une force magique)の宿る事を指摘した制。 r慈心』ある限
りそれは彼を防衛するが、『慈心j喪失を機にその訪衛力は消失する。こ
の王の物語は又 Dipavarhsa9.2-4.副大唐西域記 11.1.234)~;:見えるお)。
(4-6) r慈心jは飛び道具、火、毒を払うのみならず、危険な猛獣をも課
吠する。既述の中央アジア出土の Yoga教書は次のように言う。
punar api [ca ] sarvasatva与 sarvapraharaI).agnivi号亘dims cadaya 
simhavy五ghradayasca tam abhidravyamte tasya maitr話 a(yasya)....
mayめ hrakutavamnirgatya sarvam gaga[na]m忌puryaprak忌ravat
sarvasatvan upaguhya ti計hati/ te ca satva muktasamrambhapra-
hara写astam eva prarュamantiti(YL p.125-6) 
f更に一切有清は総ての飛び道具、火、毒その弛を持って、又獅子、虎その他
は彼に襲いかかった O 慈心に往する彼 (Yogin)の(頭より)雲の鋒の如き
(乳〉より成る(JJりが流れ出し、一切空中を満たし、垣壁 (prakara:で匿
う〕が顛くー窃有情を覆った。すると後等有情は慈りと飛び、道具を捨てて、
彼に礼拝したi
(4-7)同様に f慈心jをもって危険な動物を諜伏する物語の例として最後
に有名な?酔象謂伏』の章匂を挙げる。
atha kho bhagav丞nalagirimhatthim mettena cittena phari. 
atha kho nalagiri hatthi bhagavato mettena cittena phuHho so手clam
oropetva yena bhagava ten 'upasamkami. upasamkamitva bhaga-
vato purato aHhasi (Vin. 2.195.22-25) 
『するとその時、彼は N計五glrl象を慈心を以て遍満した。 Nalagiri象は彼
の慈心に遍満されると鼻を畠げて、被の近くに来た与その前に立った』お)
ここに『慈心を以て象を遍満するiという f遍満』の動詞 phar-，ま『普
照iとも漢訳されるが、この語は付論において言及する所となるであろう。
(4-8)上の Slhabahuの物語に見られる様に、慈心はそれをi養、 {r多習す
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る間に於いてのみ有効に作用した。この事実を端的に示すものとして既述
の慈の11功徳に言及する Milindapa主haの一節が参照さるべきである o
Milinda王は童子 Samaの物語を引き合いに出して、彼が何故に Piliya-
kkha王の毒矢に射ちれて倒れたか訊ねる。これに対して N勾 asenaはも
とこれら (11の)功徳 (gUJ.].a)は(各)入に〈生まれっき)具わるもの
ではなく、慈心の修習によってのみ発効するものであるとして次のように
言つ。
n'ete mahar亙jagUI)a puggalassa， metta-bhavanay'ete gu写ιS忌工no
mahar亘jakumaro ghata:rh ukkhIpanto tasmI:rh khaI)e metta-bhava-
naya pamatto ahosI. YasImI:rh mahさirajakhaI)e puggalo metta:rh 
sam孟pannohotI， na tassa puggalassa tasmI:rh khaI)e aggI va vIsa:rh 
v亘sattha:rhva kamatI (玩Pp.199 2-6) 
『大玉よ、これらの罵性は人に抜らず、慈の修習に依る。 Samaは、被が瓶を
持ち上げ(てJIに捧り立つ)た時、その瞬需慈の修習に注意を怠った。人が
慈に集中する瞬間は、火、毒、霊長器が彼に襲う事は会いj
慈心力は集中 (sam亘panna)の結果現れるもので、入がそれに集中しな
い (pamatta，pramatta放逸)間は禁効のまま彼を守護する事がない。
況んや慈心を失って怒りを発した Sihabahuの父親の場合には当然それが
蕪効となる道理である。
V 
大智度論の五種功徳の第五 f善神擁護Jに相当するものとして問、国王
の慈行能く入喰いの薬叉の領内入菌、加害を排すとなす主題がある。慈定
に往する王の下、領内の者は庶民に至るまで曽って恐怖というものを知ら
なかった。王の慈 (maitri)の実践が強力な守護力的chutzzauber)となっ
ていた故であるお)。その中でも最も有名なものは一般に f慈力王本生』紛
と呼ばれるものの前半部分に語られるが、 Sa主ghabhedavastu(根本説一
切有部昆奈耶破僧事巻第十一〉は栢い前後して同工異曲の二つの物語を載
せているので、以下に Vajrabahu王の物語と Maitrabala王の物語を詔
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介する。詣、これら一群の f血の布施物語Jの比較対照は関田真美子博士
によってなされている必)。
(5-1)金問膏王の物語 (Gnolir pp.18-19=大正24155c22-156b2) 
昔、ベナレスに都したこの王は名君の誉れ高く、国土安泰、五穀豊穣、
人民は皆幸せであった。彼は軽度に慈を移し(te凶 tyantammaitri sva-
bhyasta)、日に三度 f慈定jに入るを常としていた (trirdivasasya 
mai trim sam忌padyate: 彼王極修慈悲。昼夜六時入慈悲定。大正 155c)。
担し、王入定の聞は乞食者 (yacanaka-jana)は施物を受ける事が出来な
かったので、王は大臣達に命じて都の囲内に施堂 (dana-s五福)を建立し
て、そこに飲食衣脹から金銀財宝に至るまで用意し、沙問、婆羅門等の要
求に応えさせていた。時に、人間の精気を奪う (ojo-hara)五人の薬叉は、
Adakavatta域主 Vaisravana王〈多門薬又〉の不興を買って都より追
放され、諸所を遍歴する関にベナレスに到った。彼等はそこで牛飼い、羊
飼い(牧牛羊 pasu-palaka)、牧草運搬入、樵夫(kasthaharaka )、そ
の組の人々 (pathajiva，utpathajiva??)に会って彼らに f汝等は我等夜
叉を怖れぬかj(na yiiyam asm孟nbibhita) と買う。すると彼等は答え
て『我等の王は慈を旨とし、悲に満ち、一切有情の為を思い、日に三度慈
を移すれば、何故に我等は怖れを懐く事あるやj(bhavantah kim-artham 
bibhimal)， yes;am asmakam raja maitry-atmakal) karul).ikal) sarva-
sattva-hitadhy認可enatrir divasasya maitrim samapadyate?: 我王
性大慈悲。於諸有情和楽意楽。昼夜六時入慈悲定:大正24156al0-ll)と
言った。そこで彼等五人の薬叉はバラモンの姿に身をやっして都の四門の
施堂を見学した後、王が慈定より出定した時を見計らって (r五Jana血
maitrya vyu抗hitamj五atva)王に謁見し、飢渇を訴え飲食の布施を乞う
た。王iま家臣に命じて飲食を用意させたが、彼等薬叉達が『飲血食肉j以
外は何物も欲しない (m五msa-rudhira-bhab;;avayam)と言うに及んで、
衆生を害するを欲しなかった王は白書を決意した。それを見て取った五薬
叉辻更に『熱血熱肉iを要求したので、王泣医師達を呼んで自分の血管を
切新 (sira-vedha) して彼等に飲ますよう命じた。室諦達がそれを拒否す
るに及んで王は自らその身体の五醤所を剥して後等五薬叉を満足せしめた
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とf云えられる。
この金離管王の物語に在って、王が身を刺して血を五人の薬叉に施す物
語に先立ち、王の慈力の効が語られるむ即ち王にして慈定を修し、慈心に
溝ちていれば、人民辻皆 f吸入精気Jの薬叉すら恐れないというのである。
(5-2-1)担aitrabala王の物語 (GnoliI t p即p.2却O一2幻1=大正2担4p即p.156b1臼3一
c26)位
同工異曲の物語が、上の f金閥膏王』の直後に『慈力王iの物語として
伝えられている(根本説一切有部毘奈耶破僧事l日1巻)入G 佳し『熱肉熱血i
を乞う五人の薬叉物語;にこ先立つ部分は上の『金陣開日管王』のそれといささ古か、
趣を異にしているのでで、、以下に該当部分を訳出する D
例の五人の薬叉は Adakavat泊(阿洛迦伐底)域より出て Benaresに
到ったが、都の住民は誰一人として彼等を鉄養(bali-malyopah丞ra) し
なかった。これに怒った彼等五薬叉が都に疫病(iti) を蔓延せしめたか
ら多くの住民が死んだ。大臣達がこの件を王に奏上すると、王は f践は自
夜、一切有情に益あらんと念じているから、臣民達も一切有情への慈しみ
を心に念じよ、さすれぜ災厄も治まるべしj(aharh sarva-sattva七itadh
yasaya-tatpare早amanasa ratrindivam atinamayami; tad yu号mabhir
api sarva-sattvanugat孟 maitrimanasi kartavya; evarh vah santir 
bhavi$yati :我於有情為欲利益。専心勤求日夜不断。汝等諾入。於諸存情
起大慈心。常修此心諸災寂静大正24156b22-24)との勅語を賜った。
人民は皆勅語を糞しとなして一切有情に大慈心を起こしたので、彼等五薬
叉はその冨に入る事〈不能得入:pravesa)も、又それを害する事も出来
なかった(不能為害)。彼等は域外で牛飼い達 (gopalaka，pl.)に会い、
何故に彼等が薬叉を怖れぬか訊ねる (bhavantona yuyam asmad bibhit 
a?入牛飼い達は f慈力王の思惟する所を、我等も亦思惟なす (vayarhhi 
yad raj邑maitrabalascintayati tac cintayamal).: 我慈力王毎常思'推我
亦患惟 156C 1 -2 )故に怖れを知らぬ (nabibhimah).] と答えた。薬
叉達がその思'准の内容を問うた時， 彼等は sarva-sattvanugatamaitri 
(一切生類への慈)と答えた。そして薬叉達は、この故にこそ我等はこの
都に入れないのだと納得したと伝えられる (idama tra kara♀arh yena 
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vayam 1おnimavatむ a:rIlna labhamaha i ti:彼薬又等間是語己復作是念。
我等今者。以此諸人修慈悲故9 於匙城中不能損害156C4 -6)。
(5-2-2)同じ物語が Maitri-bala王のそれとなって Aryasiiraの Jataka-
m亘la第八章 (Maitribala-jataka)に語られる。この王は漢訳仏典にお
いて f慈力王jと訳され、彼の所行はその疑似漢訳 f菩薩本生霊論j(慈
力王刺身血施五夜叉縁起第入)(大正3339c-340a)に見えるが、それが
もと賢愚経巻二第十三 f慈力王血諸品j~こ由来している事は J.Brough の
指摘した通りである叫。但し、 Arya記 raの伝える所は既述の物語といさ
さか趣を異にしているから、以下にその概略を紹介する。
既述の物語に於ける様に、ここではこの名君の慈行の内容は詳らかには
述べられていないが、彼の治世の下、人の精気を吸う (ojo-hara 吸入精
気)を事とする五人の薬叉 (yaksa)は力の援ちを尽くしても、その人民
を害する事が出来なかった。
te pare持piyatnena sampravrtt吟 svakarma:c.i
naiva tad-vi号aya-sth忌namhartum oja与prasehire(4) 
tasya prabhavatisayan nrpasya mameti yatraiva babhuva buddhil). 
saivasya rak弱 paramasatasmad ojamsi hartu出 naVl号ehirete 
(JM 8.5) 
『彼等は力の限ち己が務めに精出したが、その領内の住畏達の精力を奪う事が
出来なかったj
『その王の(慈の〉力の強大なるが故に、何人でも f私も(それに)与かるj
という意識そのものがその人にとって最上の護符となっていた。さればこそ
披等(薬叉達)は(その)精力を奪う事が出来なかったのであるJ
この国の一般庶民が、性凶悪な薬叉の力に対抗し得るような明呪 (vidya)、
苦行(tapas)、神遠方 (siddhi)の類を持ちあわせているとも思われない
のに、彼等の前に無力になってしまうのは荷故かと五人の薬叉は互いに顔
を見合わせて詩る。彼等はバラモンの装いなして遁逢する関に、一牛鰐い
ほop亘laka)の荒野の木議に独り産して縄をなうに出会う。薬叉達は彼の
劉を排街しつつ、彼が何故に性凶暴なる (nisarga-raudra)者の前に'陣れ
ないのかと訊ねる。
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Jana己svastyayanenayammahat丞panp忌lyate
devendreI}.apy asakyo 'yam kim puna与pisit弱 anal主(JM.8.9) 
f強者は大護符 (svasatyayana)によって守護されてあり。帝釈天すら(そ
の前に)無力とあれば、況んや肉食者(たる薬叉、羅科共)に於いてをやi
薬叉達は好奇心の余り、汝の svastyayana-vi三esaとはどのようなものか
と彼に問うと、牛調いは彼等人民の頂く王の胸、腕、顔、眼力を讃え、そ
の嵐貌を謡って次の如く言う。
kanaka -giri -sila -visala -vak$忌h
sarad -amalend u-manoj五a-vaktra-sobhah
kanaka-parigha-pina-lamba-bahur 
vrsabha-nibheksaIla-vikramo narendrah (JM. 8.11) 
fその摘は黄金山の岩の如く広く、顔は秋の蕪垢の丹の美しき輝きを呈し、腕
は黄金の男の知く太く長く、眼光辻雄牛の如しi
薬叉達は更に彼等がその領土の住人の誰一人として害し得ないのは荷によ
るか訊ねる (ki出-krto'yam asya r副主吟 prabhavoyad asy邑m丞nu戸
na prasahante vif?aya-vasinarh janarh hirhsitum p.43， lines 8-9) 0 これ
に対して牛飼いは次の橡に答える。
maitri tasya balam dhvajagra-sabalam tv ac亘ra-matrambalam 
n忌sauvetti ru号amna caha paru号amsamyak ca gam rak号ati
(JI¥在.8.14ab)
院長の力は慈、彼の犠の頂き 43)具える軍撲は唯慣行によるのみ。後は怒りを知
らず、悪口雑言をなさず、正しく大地を守護するのみ』
我等の王はこのような幾百の徳 (guI).a)を具えているので、災難 (upadrava)
がその領地の住民を襲う (hirhs-)事が出来ないのだという。
既述の物語には見えなかった人民の持つ svastyayana叫(護符:talisman 
[KorocheJ)がここに見えるが、漢訳はこの部分を伝えていない必}。しか
しここに国王の慈行が人民を守護 (raksa)する所以となって、災厄も国
を襲わず、人喰いの薬叉も無力となり、その結果領内の人民は曽って恐'掃
(bhaya) というものを知らなかったと語ちれている。
この部分の韻文的変曲が Mahaj-j亘taka-mala46 (Maitribala)に現れ、
一一376一一
28 慈心力(原)
それと Aryasuraとの比較が M.Hahn必)によってなされている事は開田
博士の指接する通りである。
VI 
大智度論は五種功徳のーに更に f入火不境Jを挙げているが、以下に一
例のみ挙げる c この?入火不焼Jは Ram孟yaJ).aに見える 8i誌の神明裁
判を想起せしめるが、仏伝より例を挙げればそれは仏のi嘩魔成道物語に見
える。彼が慈愛に住す (maitri-vihara)れ誌、真っ赤に燃える炭火の爵
も火楊を生ぜしめる事がなかったと伝えられる。
tad bodhi-mUle pravikiryamaI).am ang尋問-van?amtu savisphuli主gam
maitri-viharad p;i-sattamasya babhuva raktotpala-patra-var号al).
(Buddhacarita 13.42) 
I菩提樹下に散布されたる火花散る炭火の罵は、聖伯が慈愛に住すれば、赤蓮
花弁の雨と化せ出
f火jではないが、それに類する f熱油jをかけられでもそれが給水の如
くになって火傷を負わなかった故事は、富豪 Punnakaの娘、女性在家信
者 Uttar孟の物語に見られる。
Uttara upasika PU早1).aka-setthissadhita. Tassa Sirima nama ga手ika
issapakata tatta-tela-kataham sise asi主ci.U ttara tam kha平amyeva 
mettam samapajji. Telam pokkharapattato udabindu viya vivaHa-
manam agamasi. Ayam ass亘samadhi-vipph亘Y亘i記 hiCVM. p.381 
12-16) 
『富豪 Punnakaの娘、 Uttara優婆夷に、遊女 Sirim註辻嫉拓の余り、彼女
の顕に熱泊を注いだ、。その瞬間 Uttaraは慈を鯵した。すると油は蓮の葉か
ら落ちる水請のようになった。これ辻彼女の三味より遍満した神遠方(の致
す所)であるi
ここに f慈力Jは寧ろ『慈三味』とされ、 f集中力jが奇跡を生むことに
なっている。
信じ Uttaraの物語は Dhammapadatthakath亙vo1.3，p.310 7-18 (cf. 
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p.313 35)に述べられるが、当該部分は tammett亙yaphariとな号、熱
池は 8it立dakarhviya ahosiとなったと言われ、又 Manorathapurar;uに
おいては ta出 kha平arhyeva mettajjhanarh sam丞pajjitv孟 a民h忌81... 
Mettajjhanassa vipph孟re早aUttaraya matthake asittarh pakka詰hita-t
elarh paduma-patte asitta-udakarh viya vinivattitv亘gatam (V 01. 1 ， 
part 1 p.451.22-452.1)となっている。これらによって知られる様に、慈
禅定 (metta-jjhana)、慈三味の合成語がmett邑yapharati (慈遍溝)の
概念に対応している鉛。
四
吉来インドには奇跡を可能ならしめる f超自然力』に、祭式、呪文、
tapas、satya-kriya(satya-vacana)、女性の貞操の力等が数えられてい
た。 r回無量心j就中?慈jの概念をこのような f超邑然力jr魔力Jの視
点から捉えるのは伝統的仏教学の立場からすれば都道、冨濠の類かとも怖
れるが、上来説き来たった所は L.Schmi tha usenの近著Maitri and Magic 
に導かれて、この種の f神秘力Jの視点から『慈心jr慈三味Jの一面を
捉えようとしたものに外ならない。 但し同じく『慈悲iといっても、 I悲i
を強調する大乗仏教と f慈jより出発した上産部仏教とは立場を異にする
し、又それらを安易に西洋の『愛Jの概念と比較すべきでない事はつとに
S.Schayerの指摘した所である必)。指多くの問題を残していると思われる
が、可能なれば大方の示教を得て、更に別に蒐集した資料をも検討して行
きたいを考える G
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〔付論Jphar-a-ti 
通常 pervade，permeate， suffuse (PTSD)， durchdringen (YL 253)， 
erfullen， ausbreiten (Mylius)， diffuser (Filliozat 125) と訳される
Pali語の動詞phar-(α-ti，Skt. sphαr-， Werba 329 [372] sphr-) は幾つ
かの問題を含む。麓中その過去分詞形 (phutα，sphuta : Trenckner 321 
α'Pphutα，Edgerton 613， Turner 800， cf.also Oldenberg 1174 [pharati 
und phusati]， Mayrhofer 543， Goto 334-5) には複数の動詞からの
混合用例があって一概に論じ得ぬ所がある。今は詳論する余諮がないので、
以下に Pali及びBHS文献からこの過去分認の幾つかの用例を提示して、
この語の意味合いの一端を窺うよすがとする。
先ずこの過去分詞が『慈j(maitri)の語の具格と連合している用例を
見る。
(1)有名な優留毘羅道葉 (Uruvela-kassapa.Uruvilvιkasyapa)の物語
にあって、火三味(火定〉に入った(tejo-dh計urhsamapanna)仏
が毒蛇を調伏する場面に次の様に述べられる。
bhagavat亘camaitrya sphuto damito ca nirvif?o samvrtto na ca bhuyo 
krodham vyavahati (Mhv. 3.429.3-4) 
f世尊は慈により(毒蛇を)遍講し、調伏し、無毒たらしめ給えば、後は二度
と怒りを棲く事なかりきj紛
(2)同様に那羅来楽 (nadakantha) における疫病退治の故事を物語る
Avad亘na-三ataka14 (iti)に次の文言が見える。
tato bhagavata tan nagaram sarvam hrdi-maitrya sphutam yato 
marak吟 prakrant吟 ltisca vyupa語nta(AS 1.79.14-15) 
fその時世尊はその街全体を心慈もて遍満し給えば、多くの人々を死なせた疫
病も退散、鎮静せり』お
しからば、再類の具格を伴う過去分詞講文にはどのようなものがあるであろうか。
(3)先ず、邦語の『会場立錐の余地なしiとなす表現にもこの語が患いられる。
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Pali i呈葉経の仏入減の場面は次の様に撞かれている。
sala-vanam samantato dvadasa yojanani n'atthi so padeso valagga-
koti-nittuddana-matto pi mahesakkh泊 idevatahi fLpphuto 
(Dighanikaya 2.139.17-20) 
f沙羅樹林の居間12yojanaにわたり、韓大な神々によって遷溝されぬ場所と
では、兎の毛の先端で突く程もなかった』
Trencknerに従って a-pphutaは Palipharati， Skt sphar叩の過去分詞と
取る。51)
(4) Guptika物語に言われる。
j丞ta-m忌trasyasarva-sariram pitakai1)_ sphutm samvrttam (AS 2.167.1) 
『彼は生まれるや否や、全身膿包で覆われていたj(=おできだらけ)
(5)不静観を窺わせる美女の死体の様を描いて，
bhikkhu sivathikam gantva addasam itthim ujjhitam 
apaviddham sus亙nasamimkhajjantim kimihi phutam 
(Theragatha 315 Cf.393) 
『比丘なる余は毘の捨場に雪印、火葬場に婦人が捨てられ、盤虫に遍満され(=
姐虫だらけで、彼等によってその肢体)破られ、食われつつあるのを見たj
上の三つの備においては複数具格 (devat亘hi.pitakai]J_. kimihi)が (s-) 
phutaと連合しているが、そのーは『立誰の余地なき混雑iを指示し、後
二割jは邦語の[ーだらけjに相当している。その『遍満jの様はそれら
によって充溝していて、他の荷者もそこに介入し得ない様を描き出してい
る。
単数具格の連合傍は邦語の g-iftを嵐麗す』となす表現にも見られる。
(6)才色兼備の才媛を記述して次の様に言われる。
tato 'sya yα釦sisαrvii sriivαsti sphutii sαriwrttii tirthyas c忌syaahany 
ahani darsan忌yopasamkramantitaya ca saha viniscayam kurvanti 
(AS 2.20.6-8) 
『彼女の名声辻全Sravastiに拡がった。外道達は毎日彼女に会いに来ては、
疑需を解決していった』
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この『名声一世を風麗すjに準じる文採にも『他者介入jの排除が培示さ
れている。
上例のように具格に立つ名語が具体的なものの代わりに、 f抽象名語j
( p iti-sukha)である場合iまどうであろうか。そこにも『充満jr一杯j
の意味合いが看取される。
(7)上の sanraに替わって、それが kayaと連合して用いられる場合が
ある c
80 imam eva kayam vivekajena piti-sukhena abhisandeti parisandeti 
paripureti paripphαrαti， nassa kinci sabbavato kayassa vivekajena 
piti -sukhenaαpphutam hoti (Dighanik忌ya1.173.2-5) 
『それはこの身体を分別より生じた喜悦により溝たし、遍溝し、その全身体の
何処も喜悦に遍溝されぬ所誌なかった』
この文章は邦語の『全身これ喜悦iの義に椙当し、上の sarira(おでき
だらけ)と異なって身体の内面が寧ろ強調されているが、ここでも『他者
介入』の余地はない。
(8)心が他者によって遍溝される時、それは『愚かれるjの義に用いられ
る場合もある。宥名な仏が死期を悟って河難にそれとなく三度暗示し
た一節に次の様に言われる。
sphuto 'bhavad Anando bhik号urMareI).a papiyasa....... (DivA 201 21) 
『辻丘陣難は〈その時)悪麓 Mara~こ取り濃かれていたので...J剖
悪霊に葱かれている場合には『心ここに在らず』の状惑にあり、ここにも
日也者介入』は排除される c
(9)漢訳はしばしばこの語の訳に f普照jの語をあてるが、『光輝j(ava-
bhasa)の具格との結合も見られる。
sarvas cayam trisahasra-mahasahasra-lokadh品urmahatavabh丞sena
sphuto'bhut (LV 300 10-11).叫
fこれなる一切の三千大千世界は大なる光輝に遍満された』
治協との結合も見られる。
sarva手ica t忌nibuddha主setra写ibodhisattvasyabhaya sphutani sam-
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drsyante sma (LV.277 10-11) 
『これら一切の仏冨土は菩譲の光輝により遍溝されたかに見えたj
神武東証時の f金の鶏』を連想させるこれらの文章にあって、光が他者を
弦惑するかに見える。ここに rf也者分入jは排捻されるのみならず、他者
による抵抗は無効となる。
(10) r光輝』のみならず、 f香りiも又同類の文振に現れる。
vaiclむya-mayamaneka-divya-ratna-pratyuptarh tathagata-vigraham 
divy訂ikrantenagandhena sphutam (Suv.7.6) 
『瑠璃より成り、各種天上の宝五に埋められた如来の形をなすこの家辻、天上
のそれを超える様な香によって充たされたJ (帝青理璃種謹衆宝。雑彩関飾
如仏誇土有妙香気。逸諸天香充瀧:大正16404c10-12) 
これら諸文脈 (3-10)は通常『遍満iと訳出される phar-の過去分語が
maitri以外の名詞具諮と連合している傍を提示しているが、それら文脈
の性格を以下に検討する。
邦語の f立錐の余地なしjr体中おできだらけjr屍は担虫だらけjr一
世を風麗すJ等に梧当するこれら具体的文脈辻、?昆雑充満してそこに他の
何者も入り込む余地なく、又医惑の結果〈光輝普照)それに抵抗する術な
き様を指示している。これら具体的物理的会 f遍満』とは別に今一つ、内
面的心理的な『魔に取り震かれjr体中歓び一杯』の文脹においても、そ
こには也の何者をも介入させない f力jの意味合いが篭められている。
その様な視点から当該の f慈心による遍満』を再度考察する時、そこに
は同様の他者による一切の介入を排除し、彼等をして無抵抗ならしめる一
種の『力』が含意されているのを我々は見る。文援には時に完全征服を保
証する戦関的な語感が漆号、又実際 maitriの名詞の具搭は領土拡大の概
念や f勝利jの動詞とも連合している (sarvarhca buddha-vi9ayarh labhase 
'dya aura maitr孟vijityavipularh sa七ha-mara-paksarh:LV 343.5-針。
この様に考えてくると通常 f慈心によって毒蛇、酔象、怨散を遍満す
(ahi-kulani mettena cittena phari， hatthi:rp. mettena cittena phari， etc.)j 
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と訳される文言の意味する所は次の如き構造を有するものと患われる。
行者が危険な動物や怨敢に遭遇した際、自らの内に f慈心J(metta citta) 
を発動してそれを穆習 (bhavaya-，bhavan討し、更に集中力によって
強化 (samapanna)すると、慈はJ.Gondaの言う Daseinsmachat， power-
substance乃至 materialoutflow (Schmithausen [1] p.42)回となって、
彼とこれら凶暴な動物や怨散との関に一種の相互不可侵の非日常的空間
(a force-field of 'protection.' Wiltshire p.242)を形成する。それは一
種の『磁場jの如きもので、行者の到に安全を保証するのみならず、この
空間の中に在るもの総てをその惑化の下に置き(tele-volition， Rhys 
Davids[2] p.225)、かくて毒蛇辻毒を抜かれ、又酔象iま酔いから醒めて
その凶暴性を放棄し、怨散は悪意を解除する。その空間は『友清J(maitri) 
に溝たされており、それを維持する課ち相互の安全が保証されるが、不注
意 (pramatta)や裏切ちによって信頼関祭に破続を来すと、両者は再び
『危i換な関係jに戻る。しかし怒りを収めて更に『慈
それは猛獣怨敵をも友となし、更にそれを無隈 (apram亙♀a)に拡大する
ことも可能となる。この[非吾常の聖空間J，ま又火気 (agni)、武器 (sas-
tra)の類を寄せ付けないc この修習乃至集中力によって創り出された
『聖空間』に住する事が『党住J(brahma-vihara)の意味する所に他なら
ない。その『空間iは f最高の (brahma)J境地の如く型取られ、『明る
く見通しよく、危険なき安全地帯(loka)(Gonda 1966 pp.108-110)J と
して楚界 (brahma-loka)に匹敵していた。
この『慈心の修習』による聖空間の形成詰更に二つの問題を提起してい
る。
第ーに、それは-00において近世インドの MahatmaGandhiの『非暴
力J(Non-violence: ahirils亘〉の精神に通ずるものがある。他人の暴力に
対してひたすら『非暴力iに徹して抵抗する姿勢に辻、有害危険な動物に
対して慈心を以て遍満するに似たものがある。ここに、想定される加害者
と被害者の関には、 f非暴力Jr慈心jによって一種の『特殊聖空調』が
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造り出され、その中に在って後者は前者を感化する。二つの場合に共通し
て、そこに辻常に弱き者の慨に真剣にして旦つ極めて密度の高い f挺身性j
が前提されている。
第二に、慈心の惨習が火や毒を払うとなす思想、は古代インドの神明裁
判 (divya:Lariviere 1981) を想起せしめる。周知の通り人的手段
(ma泊料-pram弱a)によって罪状が立証され得ぬ場合に、彼等は身の潔
白を証かすに神明裁判(dai vika -pramaIfa)に頼った。それ辻一般に秤、
火{熱泊を含む:ibid. pp.27 and 45)、水、毒 (ibid.p.53)等によって試
されるが、諜自な者に対しては火も毒もその主宰神 Agni，Siva (ibid. pp. 
13-4)の介入する所、本来の f焼去pjr毒殺』の機能を放棄して彼を害す
ることがなかった。この際無実の者を守ったもの辻 I真実j(satya: ibid. 
p.3) )とされるが、それ辻慈力による守護の概念に一脈通じる所があるで
あろう。
人間関士の友情や動物との友愛関係を、このような『慈心jによる『自
己訪衛ju相互安全保障jという合理的権造の下に理解する事に我々はい
ささか抵抗なしとしないが、元来人間が昌然の脅威や危険な動物に対処す
るには、この種の姿勢 (vih孟ra=stateof mind)が不可欠であったと思
われる c それは又常に超自然力、魔力を結果する f禅定j(jhana， dhyana) 
f三味j(samadhi)等の f精神的集中力』と連動していた。
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1 )この語の漢訳仏典用例を検索する必要があるが，今は詳述する遣がない。唾、
一剖のみ挙げるに留めるJ以慈心力徐捨離此三事j(大正25209a23) 
2) Schmi tha usen日Jp.35 (cf.p.32 note 66， pp.49-5l) and [2J p.187. 
3 )この手重の章匂の蒐集は他の機会に譲るが、例えば苦行者の集う庵では、不具戴
天の致問士も互いに親しむと言われる。
kriclanti sarpair nakula mrgair vyaghr話 camitravat 
prabh忌vaddipta-tapasat sarimikar9a-gu♀anvit吟 (MBh.13.14.42)
rNakulaも蛇と戯れ、麗も虎も友の如く親しむ。輝く苦行方の致す所、近づ
けぱその感化を受く j
tasya samdrsya sadbhavam upavi訪問yadhimatat 
sarva-sattv主 samipasth丞bhavantivana-cari早吟 (5) 
simha-vyaghr忌己 sasarabhamattas caiva mahagaj吟
dvipinat kha主gabhalliikaye canye bhima-darsana与(6)
te sukha-prasnadat: sarve bhavanti k号atajasana与
tasyar号e己記号yavaccaiva nyag-bhiit吟 prika-kari:c.a与(MBh.12.117.7)
fこの(人里離れた地に)産す聖位の浄行を見て、森に訪謹う一切生類は、 Jg電
子、虎、酔象、シャラパ、豹その他恐ろしき形梧なすものも皆彼に近づけり。
血を欽む猛獣も悉く、かの霊仙に挨拶、会釈なし、弟子の如く奉仕なす』
nipanvayat parthiva e号ayajva 
gu:c.air yam E話rityaparaspare阜a
siddhasramam語ntamivaitya sαttvair 
nαlSαrgiko 'py utsαsη~e virodhαlJ (Raghuvamsa 6.46) 
fこの王はニーパの末青、祭式を行い、被の許に到れば、その徳の致す所、不
具戴天の生類も、関静な聖者の庵に到る如く、争う事なし』
iha vita-bhayas taponubh孟vajjahati vyala-m招待 pare号uvrttim 
(Kir亘tarjuniya13.4ab) 
『これなる(藷)にては、〈行者)の苦行の致す所、〈生類互いに)恐れ無く、
猛獣も他(の弱少動物)に(己が)命の糧となす事なし』
ここに見る様に彼等野獣を感化するもの誌記la，tapas， gu写aの類である。
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それらの徳を示す諜念は仏典にあって体系化され『慈jの内に撞められた。潟、
哲学文献には以下の Yoga-sutraの章匂が参照さるべきである。
ahimsa-prati計hayamtat-samnidhau vaira-tyagal). (Yoga-sutra 2.35) 
詞 svatika-virodhaapi asvamahu;la-mu1?ikamarjara-ahinakuladayo 'pi 
bhagavatal). prati計hitahimsasyasamnidhanat tac-cittanukari♀o val-
ram parityajantiti (Tattvavai録 radi)
sasvatika-vidve号iI)amapi sarpa-nakuladinam; tasya ahimsakasya 
samnidhau vaira-tyago bhavati (Vivara手a)
Cf.Malinar [2J pp.175-6. 
4) Cf. Schmithausen [lJ p.42 note 86.そこに言及されなかったものとして例
えば、 VM.p. 313 4ff. 
その中でも Vis丞kha-theraと樹木の精との会話に次の如く言われる(lines9-
12) . 
mayi idha vasante tumhakam ko gUI)a ti? Tuml).esu， bhante， idha 
vasantesu amanuss忌 α続 αm-annα治 mettα治 pαtilαbhαnti，te dani 
tumhesu gatesu kalaham karissanti， dutthullam pi kathayissanti ti. 
又、 Mahavastuにも仏成道時の記述中に、
ye ca tiricchana-yoniyam mamsa-rudhira-bhojanゑ
maitr五yasphuta buddhena na himsEmti parasparam (Mhv 2.350.14-15) 
漢訳仏典にも類例が見出される。古来インドで不具戴天の敵とされる蛇とガル
ダも、蛇の慈心、慈忍力によって天散を課伏する事が可能で、あった。漢訳{菩
薩本生霊論jIま慈力王物語に先立つて f慈心龍王消決怨害縁起第七j(大正 3
338b-339c)を載せ、そこには龍が金麹鳥を『慈忍力Jr大慈心jを以て調伏し
た物語が語られる。 (cf. Brough pp.226ff). 
5 ) Cf.MBh.1.39.21 (mantragadair vi科一harairal王寺yamaI)amprayatnata弘
1.181.3 (泌ray1i?Y亘misamkruddhan mantrair asivi弱niva). 
6) Cf. Oldenberg [lJ 
7 )吉くインドの諺にいう。
akrtopadrava己kascin mah孟napi na pujyate 
pujayanti nara nagan na tark$yam n邑ga-ghatinam(IS. 39) 
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『補いをもたらさぬ者は、たとえ偉大なりとも、崇められず。
人々辻蛇を崇めるも、蛇を殺すガルダを崇めずi
aprakatikrta-saktil) sakto 'pi jan邑ttiraskriyゑmlabhate
nivasann antard丞runila主ghyovahnir na tu jvalita1;t (I8.460) 
f力ありといえども、その力を発ま軍せぬ者は、凡人より軽んじられる。
薪の中に潜む火を人は跨ぐも、一豆燃え上がれば跨ぐ入なしi
8 )他の猛獣に比し毒蛇により命柊なす者は年間20.000入の多きに達し (8chmi-
thausen [lJ p.9 note 1)， 8arpa-bali， 8a工、pa-sattraの儀式や解毒の呪文
の隆盛となった CWinternitz 14ff.). Cf. also 8chmithausen [2J pp.196 
and 199. 
9) 8chmithausen [lJ p.31 
10) Cf.Rhys Davids [2J pp.211ff.， 8addhatissa pp.89-90. 
11) Winternitz pp.21f.， Gonda pp.160ff. 
12) Cf. Law pp.17ff.，説alalasekera2. p. 782. 
13) MBh.1.107.7-22. 
14) Feer p.253. 
15) Bulke pp.107-117. 
16)原 pp.529-530. 
17)次下に示す11の中、 8-10を欠く。 Cf.Lamotte p.1266 note 10 
18) Ariguttara-nikaya 5 .342， Vin. 5 .140， MP. p.198， VM. p.253. 
19) Cf. 8addhatissa pp.93-98. 
20) 五在P.p.198 5-10 Cvippasidati for pasidati) Cf. 8addhatissa p.97， 
Wiltshire pp.243ff and Schlingloff [lJ pp.118ff， esp. 133. 
21)高崎 184，注33
22)中村 p.59注6-7.
23) Lamotte 3 1266， note 1. Cf. also p.1247 (la force du maitri-citta) 
24) Cf. VM.p.313.21 (nassaαggi ua uisar九uasatthαm va kamatiti metta-vi 
harassa kayeト
Cf. also， 
yasmim mah忌rajakhaI)e puggalo mettam samapanno hoti， na tassa 
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puggalassa tasmirh kha:c.eαggi vi vis笠治 visatthαrh .va kamatiti， tass 
a ye keci ahita-kãm~主 upagantvã tarh na passanti na tasmirh okasarh 
labhanti (MP. p.1994-8， 16-19， 27四 31.Cf.200 6-10 (ta na passanti， 
na tassa sakkonti ahitarh katum) (中村早島 2. 226 注50-51). 
侍れにしても f慈心』の功徳力は大なちと讃えられ (eva出 mahanubhava
metta CVM. p.313 31)、それに惨奮する事(metta -bha vana)は一切の悪
を払うと言われる Csabba-papa-nivara:c.ametta-bhavana ti. MP. p. 200 
12) 
25) Waldschmidt pp.329-346 (“Das Upasena-siitra， ein Zauber gegen 
Schlangenbiss aus dem Sarhyukt亙gama)，cf. pp.368-370 CWeitere 
Manuskripte des Schlangenzauber，“maitri me dhrtir勾tra.").
26)沼ap. 62. nUpasena物語Jによればこの毒蛇は彼の元 Mahasenaであっ
たO
27)吹田 pp.31-32.
28)奈長 pp.58ff. その pp.60-61には出典笛所の対照表が掲載されている。 Cf.
also Filliozat p.125 and Rhys Davids [1] pp.185-7 and [2] pp.221四 22
2， Spiro pp.263-271. 
29) Cf. Oldenberg [2J pp.1009-101O. Cf.also Schmithausen [2J p.188. 
30)赤沼 pp.572-3，and Malalasekera rpp.ll02-1104. 
31) Schmithausen [lJ p.42 note 88. 
32) Filliozat p.125， Cf. Gonda p.162 and Malalasekera rp.1169. 
33) Dipavarp.sa p.54 20-25. 
34)赤?吾 p.615a，Malalasekera r， p.1169、水谷p.339-40.
35) Siha bah u後E談はヒンヅ教文献のみならず、アイルランドの伝説に類鉱を見
出す (Hiltebeitelpp.181-191) 
36)赤沼 p.165 (Dhanapala)， Malalasekera 1， p.58 (N足立giri) and 
Schmithausen [lJ pp. 39-40 note 81. 
37) Cf. r諸天善神常為守護j(大正3p.340a 8) 
38) Cf. Schlingloff [2J pp.469-470 (die Gute des Kδnigs einen so machtigen 
Schutzzauber bildet) 
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39)赤沼 p.387，
40)両国 p.208.
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41) cf. Schmithausen [lJ p.43 note 91. 
42) Brough pp. 227-8. 
43) dhvajagra bこ就いては、奈良p.52(Pali dhajagga). 
44) For svαstyαyαnα， cf. Mhv.1.284.17，21， 285.4，10， 14，18，22， 286.4，8，12 
(svastyayanam tad ahu1).: Jones I p.237 note 1 and p.242 note 1) 
45)国土安泰麗不桔慶0・・・・諸天善神常為守護。設有邪魅諸悪鬼神。難懐損害而不
得使(大正3340a-5 -9) 
玉有慈悲。具四等心0 ・・一衆牙~悪疫。不敢侵近。飢最毘乏。痩博無力〈賢愚経
2 大正4360b24 -29 ) 
46) Hahn， pp.551f. 
47)赤沼 p.721，Malalasekera I 361. 
48) Schayer pp.374ff. 
49)赤濯 717、Malalasekera1. 432ff.Cf Mhv.2.350.15 maitraya sphuta 
buddhena na himsanti parasparam 
50) Cf.大正4209c15-16 
51) Cf. tri-sahasri loki gaganam sph巧αdeva-samghai与:(LV.416.9) 
gaga手amsphu伊治 tairnara-T渇yakebhi与:(LV.367.14) 
52) Cf. DivA 201.24. 
53) Cf.l¥在hv..1.47.7，230.2， 240.12， 3.334 10， 341 14. 
54)中央アジア出土の比定不能、無名の Yoga教書によれば (Schlingloff[1 ] 
pp.35ff. )、 Yoginが武器を持って近づく者や瀧子、虎等の猛獣に対して『慈
心iを発すると、それは拡がって轄射的に椙手に達する。その様辻 Yoginの
頭から『慈心力jが乳の円柱乃至樹木 (k号ira-stambha，k号ira-vrk号a?p.122) 
の鵡く現れ出でて、雲の如く拡がって乳の雨 (ksira-varsa)を降らす。相手
詰この篠つく乳の雨流 (ksira-dhara)に濯がれるや (sikta-matra)、怒り
や武器を坂めて彼の前に説く (maitra-vihariI).ampraI).amanti p.127)と言
われる。 Yoginは又『慈心iを以て一切虚空を充たし、一切衆生をあたかも
壁垣 (prakara)で包み囲む顛くするとも言われる (YLp.126)。
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Abbreviations 
AS :Avαdanα-8αtαkαed. by J.S.Speijer (Bibliotheca Buddhica m 
1902-6) 
BEFEO :Bulletin de l'Ecole Frαn鵠αised' extreme-orient (Paris) 
DivA :Divyavαdanαed. by E.B.Cowell and R.A.Neil (Amsterdam 
Reprint 1970) 
IS :lndische Spruche von O.Bohtlingk (Osnabruck Reprint 1966) 
J. :Jatαhα1 -VI ed. by V.Fausboll (PTS Texts) 1962-64 
JM. :Jatαk合 malaed. by H.Kern (Harvard Oriental Series 11943) 
LV :Lalitα-vistαrαed. by S.Lefmann 1-宜(五alle1902， 1908) 
MBh :Mαhabharαtα(Poona Critical Edition) 
Mhv :Mαhavαstu ed. by E.Senart (Tokyo Reprint 1977) 
MP :Milindαpαnho ed. by V. Trenckner (PTS Text) 1962 
PTS : The Pali Text Society (London) 
Suv :Suvαrてzαbhasottamasiltraed. by J.Nobel (Leipzig 1937) 
Vin : Vinαyα-pitαkα1 -V ed. by H.Oldenberg (PTS Texts) 1964 
VM : Visuddhi-mαggαed. by C.A.F.Rhys Davids (PTS Text) 1975 
YL :Cf. Schlingloff口]
(Post-script) 
脱稿後、下記の書を一読する機会があった。
M. Mai thrim urthi: 
Wohlwollen，羽itleid，Freyde und Gleichmut 
(Alt-und Neu-Indische Studien， Band50) pp. xxxII -443 (Stu抗gart1999) 
本書が「由無量心Jの研究に、今後必須且つ不可欠のものとなることに疑いを容
かない。
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Summary 
The Power of maitri 
Minoru Hara 
Inspired by the writings of L.Schmithausen， the present writer 
here discusses some aspects of maitri as containing miraculous power 
( mattiinubhiivα)， gleaning materials from Buddhist texts--Sanskrit 
and Pali as well as Chinese. 
(1) 1'(αisho 24 743払与 (aChinese translation of the Samantap忌sadika)
contains a story in which aロasceticnourishes babies with 
milk which came out of his thumbs through his intense 
feelings of love (*mettii， putta-sinehα) . 
( 2)Visuddhi-mαggα(PTS p. 305-6) enumerates 11 iinisamsii 
(good results) attributed to the practice of mettii， beginning 
from sukham supsti (sound sleep). 
These eleven good resul ts are sometimes repaced by 8 
(Aえ.guttara-nikiiya4.150) or by 5 (Taisho 25 211a， Le grand 
vertu de sagasse). Out of these， the following four are have 
discussed. 
(3) The dispelling of poison (visα): The story of the origin of 
a snake charm (Upαsenasiitra Waldscmidt，pp.329-46). cf. 
Schmithausen pp. 11ff.) 
(4) The dispelling of an attack by Weapon (sαttha) ， etc. The 
story of Sam忌刊誌(Visuddhimagga狙ヲDhammapadatthakath孟
1.217)， that of Nandiya-miga (J.385)， Si habahu (Mah亙vamsa
6.28-30)， Buddha's taming of the mad-elephant Dhanapala， 
etc. 
(5) Divine protection:the story of Vajrabahu (Sa主ghabedavastu
Gnoli 2 pp.18-9=Taisho 24 155-156) and that of 1¥在aitrabala
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(Gnoli 2 pp. 20-21， Taisho 24 156: Maitribala， Jatakam忌lai8
and Mahajjぷakamal五46).
( 6)The dispelling of Fire ( aggi) or hea ted oil (tattα-tela) : 
Stories of the Buddha transforming burning charcoal into 
flowers (Buddhacarita 13.42) and of Uttara cooling boiling 
oil (tattα-tela:Visuddhimagga 381). 
(Addenda) 
A study of the word sphuta (BHS) and phuta (Pali): a 
semantic analysis of the concept of “being suffused by 
maitri.円
( Conclusion) 
The practice of maitri (mettiispharar;α，mαitri-bhavana， 
met誠一sampαnnα) creates “a force-field of protsction" 
(Wiltshire) through its miraculos power. 
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